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１．はじめに
近年，不登校の生徒の数はわずかとはいえ減少傾向となっているが，
高校生の不登校はこのところ横ばい状態である(内閣府，2013)。不登校
については子どもだけに対する関わりだけでなくキーパーソンとなる家
族への関わりが重要であることが指摘されており（村上，2013），また，
高校生の不登校では相談機関に本人が姿を見せることは少なく，母親の
みの相談になりやすいため母親に対してどのような援助ができるかが重
要なポイントとなることも指摘されている（吉田，2013）。
ところで，不登校ではないが，下坂（1993）は本人が来談しないこと
の多い摂食障害患者に対して，親とだけ面接し，治療し得た事例を多数
報告している。また，筆者自身も家庭内暴力を伴う引きこもり青年との
面接にロール・プレイングを用いた事例をいくつか報告しており（浮田，
2009）さらに，強迫神経症の若い女性とその母親との面接にロール・プ
レイングを用いた事例報告も行っている（浮田，2010）。これらを参考
にしながら，不登校高校生の親との相談の際にロール・プレイングを用
いてみたところ，高校生本人も母親とともに来談するようになり，良好
な経過をたどったケースがあった。そこで，このケースを報告し，検討
してみたい。特に，これらの面接でどのようなことが起きたのかを考察
し，ロール・プレイングを演じる意義について明らかにしたい。
２．事例の概略
以下にこの事例A子について筆者が，A子の母親から聞いた情報を元
に概略を述べる。（なお，A子とその母親には，この相談に関しての報
告を書くことについて承諾を得てはいるが，プライバシー保護のため，
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事例の詳細に関わる部分では考察に支障のない範囲で若干の改変を加え
てある。）
A子は17歳の高校３年生（当時）で，在籍高校は，中高一貫のいわゆ
る名門女子校である。
筆者の妻とA子の母親が知り合いであり，筆者も幼少期のA子を知っ
ていることもあり，母親は，筆者の妻への相談という形でやってきて，
筆者にも相談したという経緯である。
A子の生育歴
A子が小学校３年生の時に，父親は事故により亡くなっている。家族
構成はA子と母親の２人暮らし（ひとりっ子）。父親の死亡により，父
方祖父母と母方祖父母とが共に都内に住んでいることもあり，都内へと
転居した。父親は事故死であったが，その事故に対する補償が受けられ
なかったため，遺族年金だけでは経済的に苦しいという事情もあり，母
親が働きに出ることとなって，A子の世話をしてくれる人が近くにいた
方が，何かとよいだろうということもあったようである。
ただ，A子の母親は，夫の事故死の後しばらくしてうつ病を発症。抑
うつ状態を抱えながら働くことのできる仕事に転職し，現在に至ってい
る。
A子は，父方祖父母も母方祖父母も経済的にはそれなりに豊かであっ
たので，両方からいくらかの経済的援助を受けて，中高一貫の女子校を
受験して合格し，その学校に通っていた。中学時代は，学業成績が学年
トップクラスで，音楽関係の部活動でも活躍し，個人的に習っていた楽
器の演奏でも高い評価を受けていた。
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A子の母親による初回の相談内容
高校２年の後半から，学校に行かないことが多くなり（母親がA子よ
り先に出勤する日であっても，母親が先に帰宅すればその後に制服を着
てA子が帰宅するし，母親の出勤の方が遅い日はA子が先に制服を着て
家を出ていた。そのため，母親は娘の不登校に，学校から連絡があるま
で気がつかなかったという），高校３年になるとほとんど登校はしなく
なった（朝自宅を出て夕方帰宅するというパターンは変わらない）。
家からは出て行くのでいわゆる引きこもりというわけではない。
母親が，不登校について問いただすと，ファストフードの店で１日中
勉強をしているとか，図書館でずっと本を読んで過ごしているなどと答
えるのみで，登校しない理由はなかなか喋らない。無理に聞こうとする
と，母親に突然殴りかかるという。
日常的に母親に対する暴力があるわけではないが，母親が，不登校の
ことに触れるような話をすると，激しい暴力があり，母親は肋骨にひび
が入るといったけがは何回か経験している。
不登校のことに触れなくても，母親自身が自分のうつ病の症状の故に，
憂うつそうなため息をつくことがあると，A子が怒り出して暴力を振る
うこともあるとのこと。その暴力が家の壁や家具に向けられ，壁といく
つかの家具に何カ所か花瓶やその他のもので殴った痕が穴になって残っ
ているという。
母親の生育歴
東京都内で，国立大学教員の父親と専業主婦の母親との間に生まれる。
２歳上に姉がいる。大学卒業後，大手銀行に就職。亡くなった夫とは，
同じ職場ではなかったが，仕事の上で知り合って結婚。30歳の時，A子
を出産し，退職。A子が幼稚園に入る年に，夫の転勤により某県に転居。
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地域の「絵本の読み聞かせ」のボランティア活動に参加するようにな
る（筆者の妻とはその活動で知り合いになった）。
３．ロール・プレイングをとりいれた母親との面接
「はじめに」ですでに述べたように，筆者は，親との面接にロール・
プレイングを取り入れるという方法をケースによっては用いてきた。初
回の相談時に，次の相談面接の日時を決めた上で，次の時には，母親と
A子のやりとりを演技としてやって見せてもらえたら理解しやすくなる
かもしれないと伝えた。
そして，事前に筆者の妻とも打ち合わせておいた上で，２回目の面接
時間の中で，A子の母親と筆者の妻（以下，陪席者とする）とで家庭で
の状況をドラマにして演じてもらった。例えば，A子と母親が口論して
いる場面や暴力の起きた場面をなるべく詳しく親から話してもらい，陪
席者にA子役，母親に親自身の役を演じてもらいドラマに仕立て，互い
に感想を述べあってもらった（ロール・プレイング１）。さらに，相談
に来た母親から「うちの子の暴れ方はこんな程度ではない」といった感
想が出てきたので，そこで役割を交替し，母親に子ども役，陪席者に親
の役を演じてもらった（ロール・プレイング２）。さらにその次には，
母親がため息をつくというシーンに焦点を当ててその場面の再現を行っ
た（ロール・プレイング３）。この後，現実に起きた場面の忠実な再現
ではなく，相手の言葉や行動や表情をみて臨機応変にセリフを言い演技
をするように促した上で，親の役と子どもの役を入れ替えて何度かドラ
マを行い，その都度，両者に感想を述べてもらうといったことを行った。
ロール・プレイング１（母親自身が母親役，陪席者がA子役）
母親役 ：どうして学校へいかないの。
A子役 ：（無言）
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母親役 ：何も言わないの。とにかくお母さんは心配で心配でたまらな
いのよ。
A子役 ：（無言）
母親役 ：あなたは，中学校の時には，抜群の成績だったけれど，この
まま学校にゆかないでいたら，どうなっちゃうのかしら。
A子役 ：（無言）（いきなり母親を殴る。といっても寸止めで体には
触れない）
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
母親は「A子とのやりとりはこんな調子。A子がどんな気持ちで聞い
ているのか，考えたことはなかったし，今もそれはわからない。ただ，
自分の父親が，よく小さい頃のわたしに，どうしてもっと勉強しないの
か，親として心配でたまらない，とかしばしばいっていたことを思い出
した」と感想を述べた。一方，A子役は「母親の気持ちとしては当然な
のだろうと思いながら聞いていた。ただ，どうしてと聞かれると，心配
のあまり理由を知りたがっているというのはわかるが，責め立てられて
いるような気もする」と述べた。
母親から実際のA子の暴力はこの程度ではない，非常に激しく荒々し
いものであるという指摘があった。そこで，母親にA子役を演じてもら
えないかと依頼すると，いくらか躊躇しながらも，やってみてもよいと
の返事があった。
ロール・プレイング２（母親がA子役，陪席者が母親役）
母親役 ：どうして学校へいかないの。
A子役 ：（無言）
母親役 ：何も言わないの。とにかくお母さんは心配で心配でたまらな
109
浮田　不登校高校生の母親に対するロール・プレイングをもちいた援助について
いのよ。
A子役 ：（無言）
母親役 ：あなたは，小学校宇卒業時には，抜群の成績だったけれど，
このまま学校にゆかないでいたら，どうなっちゃうのかしら。
A子役 ：（無言）（いきなり母親を殴る。寸止めで体には触れないも
のの激しく荒々しいという迫力は伝わってくる）
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
A子役を演じた母親は「たしかに，どうして？と訊かれると責め立て
られているような気がする。自分が子どもの頃，自分の親から，どうし
て？といわれると嫌だったことを思いだした。親の期待に沿わなくては
いけないというのが，自分でも負担だった」という感想を述べ，殴りか
かった場面では「自分が中学生の頃両親に抱いてきた気持ちがよみがえ
ってきて，A子役だからというより，自分自身の親に対する気持ちで殴
るような感じだった」と述べた。
陪席者は，とりあえず１回目のプレイをなぞる感じで台詞を言うのが
精一杯で，A子役の気持ちや表情に十分注意して配慮する余裕はなかっ
たということである。
ロール・プレイング３（母親がA子役，陪席者が母親役）
（しばらく天候のことなど当たり障りのない会話が続く）
母親役 ：（憂うつそうにため息）
A子役 ：わたしの顔を見てため息つかないでよ。
母親役 ：A子の顔を見ていて憂うつになったわけじゃないわよ。お母
さんも病気で大変なのよ。
A子役 ：でもわたしを見ながらため息をつかれると，わたしの顔を見
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ると憂うつになるよといわれているみたいで不愉快だかやめ
て。
母親役 ：A子のいうことはわかるけれど，お母さんは病気で憂うつに
なっているんだから，そこのところはわかってくれないかな。
（といいながらため息）
A子役 ：だから，そのため息はやめて！（いきなり花瓶で壁を殴るふ
り）。
母親役 ：（無言でおびえたように小さくなる。）
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
A子役を演じた母親は「自分の顔を見て母親がため息をつくと，自分
が母親を憂うつにさせていることを責められているように感じるという
のもわかる気がする。自分の顔を見て母親がうれしそうな表情を見せて
くれた方が，子どもにとってはうれしいことだと思う。でも，実際，毎
日が憂うつなので，現実には仕方がないのだけれど，，，」という感想を
述べた。また，花瓶で壁を殴った場面で「母親役を怒鳴った時に，A子
が小学校低学年の頃，A子をよくバカ！と怒鳴りつけていたことも，な
ぜだかわからないけれど思い出した。娘が壁を殴るのも，バカだと怒鳴
られた仕返しののようなものかもしれない」と述べた。
さらに，A子役を演じた母親は「言い返されたら腹が立ったと思うが，
何も答えられずにおびえたような感じの母親を見ると，自分が母親を破
壊してしまったような気がして恐怖感を感じた」と述べた。
母親役の陪席者は「ため息のエピソードを訊いていたので，とりあえ
ずため息はつかなければいけないと思って演じたが，その後のセリフは
A子の気持ちにより添うものではなく，それらしくため息の説明をした
に過ぎないと自分でも感じている」「ため息はやめて！と大声を出され
たら，演技だと解っていても，びっくりしておびえたような気持ちには
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なる」とのことだった。
（その後のロール・プレイングは省略する）
この日，何回かプレイを演じてみての感想として，母親は「自分自身
がかつて父親からプレッシャーをかけられて嫌な思いをしたことを思い
出した。自分がされて嫌だったことを娘に対してしていた。娘のことを
小さい時から，バカ！バカ！と叱ることが多かったが，言葉の暴力を振
るっていたのは私の方だったかもしれない。今更反省してもしょうがな
いかもしれないが，娘を責めるのではなく自分が反省しなければならな
いことに気がついた」といったことを述べた。陪席者が，この母親に対
して「十分によくやっている，娘さんからみてもよいお母さんだと思う」
とねぎらうと，母親は，少しほっとしたような表情を浮かべて帰って行
った。
４．A子自身も加わってのロール・プレイング
１回目の母親とのロール・プレイングの後，母親は，筆者の家に相談
に行ったことをA子に話したが，A子の暴力のことも話したと告げれば，
A子がどのようなことをするかわからないので，A子には別のことを相
談に行ったことにしたと電話連絡があった。
実は筆者は，高校３年の秋から冬にかけて，腎臓結石とそれに伴うひ
どい炎症の治療で（結石が動いた時に腎臓の内部に傷ができ真っ赤な血
尿が何カ月も続いた）高校を長期欠席したという経験がある。本来，高
校３年を留年になるはずだったが，大学入試に合格したので，温情で留
年せずに卒業させてもらったのである。そのことを聞き知っていたとい
う母親は，高校での長欠の扱いについて，一般的にはどのようになるケ
ースが多いかについて，大学で教えていて高校側の判断についても知識
があるかもしれないと考えて，筆者に相談しにいったということにして
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しまったということである。
さらに，A子の家庭は遺族年金で生活し，足りない分を母親のパート
タイム，母方及び父方祖父母の経済的援助でまかなっていることに関し，
大学での奨学金のうち，給付もしくは貸与になる可能性のあるものがど
れくらいあるかについて，大学の教員として知っていることを聞きに行
ったのだと説明したということである。
A子には，いまさら暴力のことを話してしまったことは告げられない
という母親の主張は認めた上で，A子自身も面接に来ることができそう
かと母親に尋ねると，A子は，その点ではむしろ乗り気だという。
もし自分(A子）に都合が悪い話が出てきたら，自分で自分の言い分を
話したいということ，筆者自身の病欠の話も直接聞きたいということ，
前回の母親との面接（ロール・プレイング）の後は母親のA子に対する
態度が変化してきて，A子も母親にいらいらしなくなってきているので，
どんな話がどんなふうになされたのか気になっていて，自分も一緒に行
ってみたいということでA子も来談したがっているのだという。
A子の来談時の印象
小学校低学年までのA子とは，直接，話をしたこともあり顔見知りで
もあったが，十年近くたって会ってみると，以前の面影は残っているも
ののいくらか印象が違っていた。以前はあどけない天真爛漫な笑顔いっ
ぱいの少女であったが，久しぶりに会うA子は，当然かもしれないがど
こかに陰のあるような表情で，少し警戒したような顔つきになることも
あった。背の高さは高校３年の女性としては平均的で，少しだけぽっち
ゃりした感じである。服装は，年齢相応の女性らしい清楚な格好であっ
た。
最初は，筆者が自分が高校時代に長欠した話をし，A子の高校ではど
のように対処してくれそうかを訊くと，多分，現役で大学に入れば，卒
113
浮田　不登校高校生の母親に対するロール・プレイングをもちいた援助について
業はさせてもらえるのではないかと，A子自身が語っていた。
奨学金については，筆者のわかる範囲で簡単に説明した。
その後で，家では長欠に関して，A子と母親が，どのようなやりとり
をしているのかを，ロール・プレイングで再現してもらうことにした。
ロール・プレイング４(A子がA子役，母親が母親役）
母親役 ：高校の欠席が多いと学校から連絡があったけれど，卒業は大
丈夫なのかしら。
A子役 ：大学に受かれば，卒業は，まず認めてくれるらしいよ。
母親役 ：でも，この間学校の先生から連絡があったけれど，欠席の多
さが，尋常でないし，体の病気で休んでいるわけではないし，
もう少しがんばって学校にいってくれるといいのだけれど。
A子役 ：そういう言い方って，なんだかむかつく。欠席が多いという
連絡があったから，それならどうしようか，こういう選択肢
があるよっていう話にならないで，「がんばって学校に行っ
てくれるといいのだけれど」っていわれてもなんだかむかむ
かしちゃう。
母親役 ：でも，長欠では，原則として卒業させてもらえないでしょ。
そんなこともわからないの。
A子役 ：(激昂し）「そんなこともわからないの」っていわれると，傷
ついちゃうし，ものすごく頭にくる。
母親役 ：ごめんなさい，それはお母さんが悪かった。
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
A子役は「学校に行ってくれるといいのだけれど，とか，そんなこと
もわからないの，といった母親の言葉に対して，演じた後もしきりと腹
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が立っている」という。母親役は「腹を立てる気持ちもわからなくはな
いが，それほど激昂することかなと少し不思議に思う。自分の言い方が
悪かったのだと思うけれど，，，」と述べる。なお，A子は「卒業は大丈
夫かということより，なぜ学校に行くふりだけして実際には学校にはい
かないでいることについて，母親らしい心配をしてくれないのかなとも
思う。ただ，そのことを話題に出されても私が困っちゃうけれども，，，」
と話す。
ロール・プレイング５（A子が母親役，A子が母親役）
母親役 ：高校の欠席が多いと学校から連絡があったけれど，卒業は大
丈夫なのかしら。
A子役 ：大学に合格すれば，卒業は，認めてくれるらしいよ。
母親役 ：でも，この間学校の先生から連絡があったけれど，欠席がも
のすごく多いし，病気で休んでいるわけではないし，もう少
しがんばって学校にいってくれないかしら。
A子役 ：そういう言い方って，ひどくむかつく。欠席が多いといわれ
たからどうしようか，こういう方法もあるよっていう話にな
らないで，「がんばって学校に行って」っていわれてもすご
くむかむかしちゃう。
母親役 ：でも，いまのままでは，卒業させてもらえない可能性が高い
でしょ。そんなこともわからないの。
A子役 ：(激昂し）そういういい方されると，ひどく傷つくし，もの
すごく頭にくる。
母親役 ：ごめんなさい，そういういい方してお母さんが悪かった。
学校に行くふりをして実際には行っていなかったということ
は親としてはすごく心配。学校で嫌なことがあったのかな，
って気になるし，，，。
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A子役 ：学校で嫌なことがあった訳ではないよ。
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
A子役を演じた母親は「学校に行ってくれないかしら，とか，そんな
こともわからないの，といった言葉を自分がいわれてみると，結構ぐさ
っとくる。何かこういう時も，自分が中学生の頃に親からいわれた言葉
がよみがえってきて，自分の親に対する中学時代の反発を今そのまま感
じているような気もする」と述べる。さらに，「怒って，荒々しい言葉
を母親役にぶつけたときに，そういえばA子が小学生の頃は，A子が思
い通りにならないと，かなり激しい口調で叱っていたという記憶までよ
みがえってきてしまう」とも述べる。さらに「自分が娘にいっているこ
とを，逆の立場でいわれると，葛藤というか何というか，不思議な感じ
がする」ともいう。
これを聞いてA子は，「先生(筆者)は知らないかもしれないけれど，わ
たし，時々母に暴力を振るっちゃうことがあるんですよ。自分では，や
めようと思っていても，つい手が出てしまうことがあって，自分でも何
でかなと思っていたのだけれど，いまだに小学生の時に，母親から，き
つい言い方で叱られていたことをどこかで引きずっているのかもしれな
いと思いました。そんなことのせいにしてはいけないと，本当はわかっ
ているのですけれど。学校に行くふりをして実際には行かなかったのは，
自分でも理由がわからないけれど，自分の人生のすべてが母親の思い通
りにされてしまうのが嫌で，母親の知らない別の私をやっていただけな
のかもしれない」と述べていた。
また，A子は「母がため息をついたり，進路のことをいろいろとうる
さくいったりするので，いっそ，母に家を出て行ってもらって私をひと
り暮らしにさせてくれれば，うまくゆくような気がする」とも述べた。
そこで，そういうやりとりの場面を演じるように筆者から指示した。
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ロール・プレイング６（A子がA子役，母親が母親役）
A子役 ：お母さんと一緒に住んでいると，私まで気が滅入ってしまう
から，お母さんだけ実家に行ってくれないかな。ひとり暮ら
しがしたいよ。
母親役 ：この家はあなたのものではないでしょ。あなたが出て行くっ
ていうのならわかるけれど。
A子役 ：お母さんと一緒に住んでいると，ため息ばかり聞かされるし，
進路のこともうるさくいわれるし，私が精神的に参ってしま
うってことを言っているのよ。
母親役 ：どうして欲しいっていうの？
娘　役 ：それくらい自分で考えてよ。
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
A子役（A子自身）は「母に家を出ていってくれないかしらと，自分
でいってみると，自分でもひどいことをいっていると思う。でも正直な
ところそういう気持ちになることはある。その一方で，もし母が本当に
出て行ってしまったら，ショックを受けると思う。どちらの気持ちもあ
ることを解ってほしいし，その上で母親として，母親らしい言葉をかけ
て欲しかった。」と述べる。一方母親役（母親自身）は「何を寝ぼけた
ことを言っているのと感じるし，ふざけているとしか思えない。ただ，
プレイ後のA子の言葉を聞くと，そういう気持ちを理解しようとしては
いなかったということを反省させられる思いがする」と述べる。
そこで，役割交替して同じような場面を演じてくれるように指示した。
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ロール・プレイング７（母親がA子役，A子が母親役）
A子役 ：お母さんと一緒に住んでいると，私まで気が滅入ってしまう
から，お母さんだけ実家に行ってくれないかな。ひとり暮ら
しがしたいよ。
母親役 ：この家はあなたのものではないでしょ。あなたが出て行くっ
てゆうのならわかるけれど。
A子役 ：お母さんと一緒に住んでいると，ため息ばかり聞かされるし，
進路のこともうるさくいわれるし，私が精神的に参ってしま
うってことを言っているのよ。
母親役 ：どうして欲しいっていうの？
娘　役 ：それくらい自分で考えてよ。
（その後の展開は省略）
プレイ後の感想
A子役（母親）は「母親に家を出ていってくれないかというなんて，
ひどいセリフだと思う。そういう指示だったので，仕方なくそう言って
みた。そういう気持ちになる娘のことを理解しようと努めてみたが本当
のところ解ってはいない。ただ，ため息ばかり聞かされていると娘も参
ってしまうだろうなとは感じた」と述べる。一方，母親役（A子）は
「自分が母親役として，家から出て行けといわれると，わがままでめち
ゃくちゃなことを言っているなぁと思う。今まで母親の気持ちのことを
考えていなかったことを実感した。母親に甘えすぎていた」と述べる。
（この後月に１度くらいの頻度で２人は来談しその都度こういったロー
ル・プレイングを行ったが，そのやりとりは省略する）
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その後の経過
この年の12月から，A子は普通に登校するようになり，まわりの生徒
とも何事もなかったように普通に接するようになった。家庭での暴力も
おさまり，翌年２月には私立の中では最難関とされる大学に現役合格し，
高校も留年せずに卒業した。その後大学に入学してからは，専攻する分
野で抜群の成績であることを評価されて奨学金を受けるようになり，ま
た，海外への留学生として学内で選ばれた。サークル活動でも，中心的
な存在としてメンバーをまとめ，人望を集めた。
５．考察
このケースでは，ロール・プレイングによって大きな変化が起きた。
この変化が起きたメカニズムはどのようなものであったのだろうか。筆
者はロール・プレイング歴は比較的長いが，監督としての訓練を十分積
んでいるとはいえず，陪席者はロール・プレイングに関しては素人であ
る。厳密な意味では，即興劇というよりは，実際に家庭で起きているこ
とを演劇的に再現し，その中に即興的な要素もなかったわけではないと
いう程度である。そのプレイに何らかの意義があったとしたら，どのよ
うなものであったのだろうか。
まず第１に，プレイを中心にしたため，来談した母親の話をただ聞い
ただけということにもならず，母親への非難にもならないようにして，
面接を進めやすかったという点が挙げられる。当の高校生本人が来談し
た後も，抽象的に語られたエピソードを具体的に演じてもらい相互に感
想を述べてもらうことにも意味があったと考えられる。
さらに，A子の母親のように，普段，自分がA子に言っていることを，
A子役として母親役から言われると葛藤を感じたという点も重要であ
る。外林（1984）によると，心理劇（ロール・プレイングは心理劇の技
法のうちのひとつであるが最も重要な技法）はいかに葛藤を経験するか
にかかっているとされる。自分の普段の態度とは違う役割を演じ，その
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言明に責任を持つと必然的に葛藤が起こるが，あらゆる心理治療の原理
は，いかにその心理的葛藤を経験するかにあるとされている。さらに，
心理的葛藤は問題行動の原因にもなるが，問題行動を解決するのも葛藤
であり，要はそれをいかなる状況でいかに経験してゆくかであるとする。
ところでFestinger,L（1957）は，態度変容に関する研究を行い，認
知的不協和理論を提唱している。認知的不協和の存在は心理的不快をも
たらすので，人はできるだけそれを低減するように動機づけられ，自己
の行為に関する認知要素を変えたり，環境に関する認知要素を変えたり
するとされている。
そういった点から，まずA子の母親について考えてみたい。A子役を
演じた母親は「どうして？と訊かれると責め立てられているような気が
する」と感想を述べている。この感想を述べたことで，「どうして？」
と訊いてしまいがちな母親自身の普段の行動と認知的不協和が起きたと
も考えられる。また，母親がA子役を演じた際，母親のため息が不快だ
というセリフを言ったことで，認知的不協和を低減させようとして，自
分のため息についての認知が変わったといえる。こういったことが，母
親のA子に対する接し方に何らかの変化を生じさせたと考えられる。
ただし，認知的不協和理論でA子と母親に起きた変化を説明するだけ
では十分ではない。例えば，認知的不協和理論は態度変容を理解する上
で足りないものを含んでいるという指摘（外林，1984）もある。このこ
とについて，役割交替法の意義という点から考えてみたい。
川幡（2013）は，役割交替法の意義について次のように述べている。
すなわち「相手の立場から，相手の見え方，感情などを体験的に理解す
る」「自分が相手からどのように見えているのか体験的に知る」「自分が
親やその他重要な他者の態度を再演していることを洞察する」という３
つの意義である。A子の母親は，A子の立場でプレイを演じ，A子の感情
を体験的に理解し，自分がA子からどのように見えているのかを知り，
また，母親自身が子どもの頃に親からプレッシャーをかけられていたこ
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とを思いだし，それと同じことをA子に対してしていたと気がついた。
こうした気づきをもとに母親が自分自身を反省しながらA子に対する接
し方を変えていったということはいえるのではないだろうか。そのよう
な経験があることから，A子が暴言を発した時に感じる恐怖感を体験的
に理解して，暴言を受け止めながら母親として生き残ることが出来るよ
うになっていったのではないかと考えることもできる。
そういった母親の変化が，A子の変化にもつながったと考えてよいだ
ろう。さらに，A子も面接に訪れて，自分と母親とのあいだで起きてい
る状況をプレイの中で体験し，母親を非難しても仕方がないという気持
ちに変わっていった点も重要である。そういう意味では，A子の変化も，
役割交替法のもたらしたものであると考えられる。A子自身も，母親の
立場を体験的に理解し，母親からみればどのように見えるのかを知り，
自分の行動（不登校，暴力）の由来を洞察できていたなら，このような
変化が起きても不思議はない。
しかし，ロール・プレイングを（しかもロール・プレイングとはいえ
ないような，ロール・テイキングに近い即興劇を）数回だけ行って意味
があったのであろうか。無意識的葛藤に関して洞察が得られても，通常
なら抵抗が起きて，なかなか，心理的構造の変化には至らないとされて
いる。心理的構造が変化するためには，洞察に至りかけても抵抗のため
に元に戻ろうとする心の仕組みをワーキングスルー（徹底捜査）するこ
とによって，洞察へと向かい続けるようにと支援し続ける必要がある。
しかし，今回の相談は，十分にワーキングスルーがなされたとは言い
がたい。もし，通常の相談と今回の相談とに違いがあるとすれば，今回
の相談においては，A子もその母親も筆者のことを，相談以前から知っ
ていたことかもしれない。そして，そのことの意味を考えるでは，ロー
ル・プレイングの際に起きる同一視について考えておく必要がある。
同一視という点でいえば，筆者もA子も高校３年時に長欠し，留年が
確定に近い状況を体験したという点で似た状況にあり，同一視の起きや
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すい関係にあったともいえる。また，自分の親から，様々な期待をかけ
られて育ったという点でも共通するものが多い。
そういう意味で，同じようなことを経験した筆者が，留年せずに大学
に進学し，大学院修了後，公立機関を経て大学教員の職を得たというこ
とは，A子にもなにがしかの影響を与えたと思われる。高校３年で長欠
してしまったら，取り返しがつかないと思い込んでいたA子にとって，
筆者の存在は，手に届かない目標ではなく，手に届く範囲の目標，ある
ひとつの選択肢のようにうつったのかもしれない。のちにA子自身が，
浮田先生（筆者）のようになりたくて頑張ったと伝えてくれたことがあ
ったが，これは同一視の対象に（部分的にでも）筆者がなっていたから
かもしれない。
そうすると，心理療法や相談の担当者は，自分についての情報をなる
べく開示した方がいいのだろうかという疑問もわいてくる。心理療法に
おいては，一般的には「治療者の匿名性」ということが重要視され，相
談する側は相談する相手について何も知らないということが前提とされ
てきた（確かに転移解釈ということを考えると間違ってはいないし，揺
るがせてはならない）。ただ，心理臨床の実践に携わってきて現在思う
のは，「匿名性」を保つのが困難な状況にあるということである。
20年以上前に某公立医療機関で勤務していた時の相談者（クライアン
ト）から，あるいは大学教員になってから本務先以外の場で会っていた
相談者から，大学で公開しているeメールアドレスに連絡が届くことが
ある。当時，所属や本務先を知らせずフルネームだけ相手に知らせてお
いたとしても，今は，フルネームから様々な情報を検索できる時代であ
る。筆者の場合，現在は顔写真まで公開されているので，「間違ってい
るかもしれませんが，，，」といった断り書きもない連絡が届くことがあ
る。「分析の隠れ身」や「治療者の匿名性」ということを強調するため
には，本名すら相手に知られてはいけないといったことになりかねない。
そういう意味では，心理療法における「治療者の匿名性」ということ
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についても，再検討が迫られていると言ってよいだろう。
６．おわりに
本稿は，ロール・プレイングを，不登校高校生の親からの相談に取り
入れてみた試行の報告である。筆者は高校生本人ともその親とも面識が
あったので，いわゆる「分析の隠れ身」や「治療者の匿名性」といった
点から考えると様々な問題のある関わり方であったといわざるを得な
い。
また，ロール・プレイングといっても厳密な意味でのロール・プレイ
ングであるとは言い難い。しかし，半年間で数回という関わりで，結果
としては本人が高校に通うようになり大学にも合格しキャンパス生活を
謳歌するようになったことは，ロール・プレイングをこういった相談に
取り入れる意義と可能性を示唆するものであると考えられる。
いわゆる治療的な関係ではなく，知り合いからの相談に対処する際に
もロール・プレイングの考え方を応用できるように，さらに検討を進め
たい。
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